
 
こんにちは、市議会議員のふくま健治です。 
朝夕はメッキリ冷え込む気候となりました。体調管理に

はくれぐれもお気をつけください。 

 

暮らし・福祉最優先の市政に 

２０１３年度大分市予算で申し入れ 

                    １０月１８日、党中部地区委員

会と党大分市議団は、大分

市長に来年度予算編成に当

たって、７３項目の要望書を

提出しました。 

ふくま議員らは、こども医療無料拡大 家庭ゴミ有料化中止、

国保税滞納者への強引な取立て中止を、住宅リフォーム実現

をなどを要望しました。小出副市長は「市民の切実な要望と認

識している。十分に検討したい」と答えました。 

餓死・孤独死ださない社会を 

生保・裁判連総会—福間議員も特別報告 

            １０月２０日・２１日の両日、

コンパルホールで、生存権保障

の確立求め、不当な生活保護処

分に対し、裁判等でたたかって

いる弁護士、司法書士、市民団

体役員らが全国から集い交流

しました。 

ふくま議員は、大分県内での生活保護の不服審査請求支援

について、特別報告をおこないました。 

民主党政権は、不正受給を口実にした生活保護基準引き下 

げ、扶養義務の強制、医療費の窓口負担導入などの改悪を

すすめようとしています。生活保護基準は、傷病手当金、

などの基準となっています、憲法２５条に基づく、権利と

しての生活保護制度確立こそ、国民生活を守る砦です。 

大分県予算編成でも交渉 

１０月２５日、提出してい

た要望書に基づき、災害対

策、福祉施策などについて

協議をおこないました。 

←（１０月４日要望書提出） 

県下自治体の党議員、市民団体役員らが参加しました。 

ふくま議員は、九州北部豪雨災害での河川改修、被災者支

援対策、急傾斜地崩落防止対策、住宅リフォーム助成の創

設、国民健康保険での強権的な差し押さえの是正、介護保

険料軽減対策、保育所の増設など、土木建築、福祉保健部

関係の進行役をつとめるなど交渉をリードしました。 

訪問活動で要求次々に 

              「カーブミラーつけてほし

い              い」「市内中心部に駐輪場    

整備を」「押しボタン信号  

機では 事故が多発して

いる通常の信号機に」。 

（樹木剪定の要望がだされた上野ヶ丘南斜面市有地） 

「猫の避妊手術に助成を」「上野が丘南斜面の市有地の風倒

木の処理を」などの地域のたくさんの要望が届いています。 

 みなさんにお届けしている大分市民アンケートにも、ぜ

ひ、ご意見・ご要望をお寄せください。 

 

暮らし・地域の問題など 

ご意見・ご要望をおよせください。 

ふくま健治生活相談所  
大分市東大道３―２―６ 
５４６―４５０５（ＦＡＸ兼用） 
携帯０９０―２７１４―５６１２       
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